
 

 このコーナーでは、職員の趣味や特技を紹介します。今号は加藤病院長補佐（医療安全管理担当）に寄稿いただきました。       
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 発行日  平成２７年７月 

 

徳島大学病院 院内広報誌 

ヨット部の指導教員としてヨット部の指導教員として......  

編   集  広報委員会 

この度、４月より地域医療連携センターが患者支援センターとしてリニューアルし、９月の

新外来棟の開院に向けて新たな活動を開始しています。この機会に院内の皆様に本センターの

今後の業務内容につき簡単に説明したいと思います。 

本センターは、医師・看護師・MSW・事務職員らが協力し、医療・保健・福祉に関する相

談、地域の医療機関との連携、退院調整、ベッドコントロールなどを担当してきました。これ

らの業務は地域の医療状勢の変化に対応しながら、進展してきました。 

近年、大学病院は高度医療の提供はもちろん、患者の生活復帰をサポートする役割も担うよ

う求められ、日頃暮らしている地域での生活から外来受診（紹介）、入院治療を受け、退院後

には、再びもとの生活に戻れるような流れを支援する組織へのさらなる成長を本センターは期

待されています。 

 この期待に積極的に応えるべく、新外来診療棟では、外来正面から入るとすぐ目に入るコー

ナー（右側）に、患者やその家族のみなさんがアクセスしやすい相談窓口を設けます。地域と

の連携の窓口も明確にして、患者・家族の院内外の総合的なサポートができるようスタッフ一

同注力いたします。また、入院サポート室（昨年５月から運用中）を本格稼働させ、各診療科

の入院前・当日の業務（事前説明、患者基本情報収集など）を担当しています。今後は、入院

前からの退院支援を行ない、スムーズな退院調整が実現されるように努めます。さらに、FAX

予約から外来診療予約全体を運営・管理する予約センター、病床稼働率向上の基礎となるベッ

ドコントロールなど、新たな体制・機能を整備する予定です。 

各診療科、看護部、薬剤部、栄養部、病院情報センター、各事務部門等との密な連携や、本

センター自身の組織改変などを行ないますので、何卒、皆様のご意見やご協力、ご支援を宜し

くお願い申し上げます。 

                          患者支援センター長 香美 祥二 

上段写真：新外来診療棟の患者支援センター 

下段写真：現在 

 学内で創立61年と最も古いクラブのひとつであるヨット部の指導教員を、唯一人の学内OBと

して仰せつかっています。ヨットというと優雅な響きがありますが、オリンピックや国体に採

用されている二人乗りの艇種で、事前の綿密な準備、天候・地形・潮流の評価に基づいた戦

術、瞬間の判断、体力・俊敏性が要求されるスポーツです。 

四国には4-5校しかありませんが、私が3年生の時には愛媛大学が全日本で2位になりまし

た。今は年1度のOB戦で遊ぶだけですが、現役のときは全日本インカレでの活躍を目指して学

業そっちのけで毎週末の合宿に明け暮れていました。4年生では1点差で全日本出場は逃したも

のの、その後の医学部の大会では西日本、全日本で一度ずつ優勝することができました。 

 ヨットの練習では、朝、洋上に出ると夕方まで岸には帰ってきません。遠征の際にではレン

タルしたトラックの荷台に自分たちで3艇ずつ積んで、自ら運転して出かけていきます。この

ように時間と財力の必要なヨット部の人気には陰りが見えます。インカレでは470級、スナイ

プ級の各3艇ずつでの団体戦と個人戦がありますが、現在四国水域で両級とも団体戦に出場で

きるのは1大学のみで、徳島大学も470級に絞らざるを得ない状態に陥っています。さらに何年

かに1度は、廃部がちらつく状態に追い込まれます。全日本インカレへの出場が恒例となって

きましたが、戦績と新入部員数は有意な逆相関があるようです。 

危機に瀕するたびに勧誘対策を練ります。現役学生からは「新入生をケーキで釣って、週末

にはヨットに乗せて、その後はボーリング」などという私からは想像もできない作戦が提案さ

れますが、臨床心理士のOBが勧誘される側の心理を解説したりしながら戦術を立てます。今年

はプロモーションビデオをYouTubeにアップするなどの作戦が奏功したのか多くの新人が入部

してくれ、頼もしい限りです。夏はヨットのシーズンでありインカレの季節です。私は丘に上

がっていますが、事故を起こさないようにと冷や冷やしながらも、現役学生の活躍を楽しみに

応援する日々です。 

                             病院長補佐（医療安全管理担当） 加藤 真介 

                                このコーナーでは，病院でとりくんでいる様々な事業を紹介します。 

「Harmony」は、病院職員を対象に、院内情報の伝達や職員のコミュニケーションの活性化などを目的として発行しております。行事やイベ

ントなどのNEWSや院内で周知してほしいTOPICSなどがありましたら、どんどん病院総務課広報・企画係（bsoumuss1@tokushima-u.ac.jp）ま

でお寄せください。また、「Harmony」で取り上げたら良いと思うテーマなど、ご意見・ご提案もお待ちしています。 

NEWS・イベント大募集！ 
 

患者支援センターの発足について  

ヨット部新歓Youtube動画 

ヨット部OB戦 

OB戦表彰式の様子（中央が私） 



病院ＮＥＷＳ 

日時：平成27年7月18日（土）9:30～15:30 

場所：超音波センター 

対象：医師，技師，看護師，学生 

連絡先：超音波センター 山田博胤（内線9311） 

 

 徳島大学病院新人歓迎会を開催しました！   

平成27年4月8日、ホテルクレメント徳島において徳島大学病院新人歓迎会が開催されました。 

300人を越える参加があり、指導医師、研修医、看護師等が職種を越えて交流を深めました。   

安井病院長挨拶 

日時：平成27年7月29日（水）17:30～ 

場所：大塚講堂 

対象：病院職員 

連絡先：医療支援課医療安全係（内線3172） 

 

 

日程：平成27年6月2,9,30日／7月7,14,28日 

   8月19日／9月1日／10月6,13,28日／11月11日 

   （計12回）・各日17:30～18:30 

場所：日亜メディカルホール（西病棟11階） 

対象：医師，栄養士，薬剤師，管理栄養士，他 

連絡先：栄養部 山田静恵（内線9202） 

 

TOPIC 

丹黒副病院長 中締め  司会を務められた西先生 

 新人 指導者 

医師 32 62 

歯科医師 32 14 

看護師 56 55 

薬剤師 6 4 

技師 12 9 

事務 12 13 

合計 150 161 

            参加者計 311名  

2015年5月18日、山中伸一文部科学事務次官が徳島

大学を訪問され、クリニカルアナトミー教育・研究

センターの装置や研究内容等について東野副セン

ター長から説明を受けられた後、９月開院予定の新

外来診療棟を視察されました。 

山中伸一文部科学事務次官が徳島大学を訪問され、 

本院施設を見学されました。 

クリニカルアナトミー教育・研究センター（左）、新外来診療棟（右）の視察 

心エコー検査のハンズオンセミナーを行います。 
少人数グループでの実技実習です。 ［講師：日本航空（株）片桐機長］ ［講師：疾患治療栄養学 濱田教授］ 

平成２７年度 栄養セミナーの開催 第２回 安全管理研修会の開催 第１３回 心エコー道場の開催 

超音波センターの慰安旅行(!?)で、豊永～大歩危～小歩危の20数ｋ

ｍを川下りしました。ＯＧの検査技師さんも大阪から駆けつけ、

久々の再会。水量が少なく、向かい風の中での超ロングコースで、

いろいろハプニングも多かったですが、天気がよくて、ケガもなく

楽しい一日でした。 

超 音 波 セ ン タ ー 

左側写真：恒例となった山田先生宅での春の新人歓迎BBQ大会  

右側写真：吉野川でのラフティング 

吉野川でラフティング！！ 


